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森ケ崎水再生センターの概要①森ケ崎水再生センターの概要①
運河をはさんだ東・西の
２処理施設からなる、国
内最大規模の下水処理場

処理人口：211万人

（区部）

処理能力：154万ｍ３/日

処理量 ：122万ｍ３/日

（東京ドーム１杯分）

区部で発生する下水の

１/４を処理

東処理施設

西処理施設

昭和島駅

モノレール

西処理施設の上部を覆蓋して大田区の公園として開放

ＰＦＩ消化ガス常用発電事業を平成１６年４月から開始

放流落差を利用した小水力発電事業を平成１７年６月から開始

事業場所

森ケ崎水再生センター全景



森ケ崎水再生センターの概要②森ケ崎水再生センターの概要②

絶滅危惧種の夏の渡り鳥
コアジサシの営巣地を東
処理施設覆蓋上部の公園
予定地に当局と大田区の
職員、ボランティアの
方々が共同で整備

平成１５年夏には約1600
羽のひなが巣立つ

国際的にも貴重な野鳥の保護に協力

営巣地でのコアジサシ



ＰＦＩ発電事業導入の背景ＰＦＩ発電事業導入の背景
汚泥処理プラントの臨海部への集約化で東処理施設は
中継施設としての位置付けが重要になる

東処理施設には未利用エネルギーの消化ガスが常時存
在する

厳しい財政状況の中、電力料金等のコスト削減の要請

非常用発電を兼ねた消化ガス発電事業をＰＦＩＰＦＩとして

森ケ崎水再生センター東処理施設で実施

平成１３年３月 事業化への局内合意



公募から契約・事業開始まで公募から契約・事業開始まで
(1)実施方針の公表 平成13年 9月 5日（都公報掲載）

優先交渉権者との契約交渉

(2)特定事業の選定 平成13年11月13日（都公報掲載）

(3)募集要項の配布 平成13年11月15･16日

(4)事業提案の受付 平成14年 3月27日

(5)優先交渉権者の決定 平成14年 4月17日

(6)事業契約の締結 平成14年10月21日

(7)発電事業の開始 平成16年 4月 1日

意見・質問の受付、回答

質問の受付、回答（2回目）

施設建設期間 約１年半



事業の概要事業の概要

汚泥消化ガス及び機器冷却

のための下水処理水を事業

者に無償で提供する。

ＰＦＩ事業者は‥‥

①汚泥消化ガスを燃料とする常用発電設備の設
計・建設、維持管理及び運営を行う。

②発電した電力及び発電機排熱を利用して製造し
た温水を当局へ供給する。※当局は有償で購入

当局は‥‥

施設全景



具体的事業内容具体的事業内容

①消化ガスエンジンによる常用発電

②消化ガスエンジンを利用した

温水製造・供給

③ＮａＳ電池による電力負荷調整



事業期間、事業方式事業期間、事業方式

運用開始(平成１６年４月)から２０年間

事業者が施設を設計・建設し当局へ譲渡後、 維持
管理・運営を行う ⇒ ＢＴＯ方式

※非常用発電機（ガスタービン）３台は国庫補助を
導入している

ガスタービン発電機



事業の目的･効果事業の目的･効果

①常用発電設備の設計・建設・維持管理及び運営
までを一体的な事業として実施することにより、
建設費の抑制、維持管理費の削減が図れ、低廉
な電力が確保できる。

②未利用エネルギーである汚泥消化ガスを有効
利用した高効率発電を実施することにより
ＣＯ2排出量の削減を図る

③自家用発電設備を設置することにより、分散電源
が確保される。

コスト縮減効果

環境保全効果

施設運営信頼性向上効果



ＰＦＩ事業者

森ｹ崎水再生センター常用発電事業フロー図森ｹ崎水再生センター常用発電事業フロー図

消化ガス発電機

ＮａＳ電池
受電施設

消化槽ガスタンク

水処理施設

昼間放電

夜間充電

電力

温水
汚泥

水再生センター

消化ガス

電力 下水

冷却水
（３０７０ｋｗ）

（２０００ｋｗ×４）



事業実施状況①事業実施状況①

発電電力量の実績は‥‥

１６年度 約１８００万ｋｗｈ

１７年度 約２１００万ｋｗｈ

約１５％

電力需要割合は‥‥

常用発電機（ガスエンジン）

１６年度
１７年度



事業実施状況②事業実施状況②
電力料金コストの推
移

①消化ガス発電効果

②電力会社との契約電力削減効果

③ＮａＳ電池（電力負荷調整）効果
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事業実施状況③事業実施状況③

◎省エネルギー効果
重油換算：ドラム缶（200㍑）約23,000本相当

◎二酸化炭素削減効果
二酸化炭素削減量 6,400 ﾄﾝ/年

この二酸化炭素削減量は、東京ドー
ム約４００個分の広さの森林が吸収
する量に匹敵する

計画時の環境保全効果は‥‥



発電電力量に関する問題点と解決発電電力量に関する問題点と解決

問題点① 消化ガス発生量が不足する時がある

問題点② 消化ガス発生量が不安定

問題点③ 不純物(シロキサン)が原因の機器のトラブル

⇒ 汚泥濃度(固形分)の高い汚泥を消化槽へ投入

⇒ ガス発生量変動に追従する運転制御の実施

⇒ シロキサン除去用活性炭の適正管理



電力料金コスト縮減に関して電力料金コスト縮減に関して

送 風 機

発電量 増

センターへの供給電力量 増

ＰＦＩ事業者への支払額 増

電力会社への支払額 減

‥‥電力単価 安
コスト縮減

①常用発電機（ガスエンジン）で効率よく発電する

②故障による常用発電機停止の回避

③稼動初期に収集したデータを活用

‥‥電力単価 高



グリーン電力認証機構
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グリーン電力証書システムの活用グリーン電力証書システムの活用

１６年４月事業開始と同時に自治体としては初めて環境付加
価値を売却 ⇒ 各企業や都庁ライトアップでも利用

日本自然エネルギー㈱

発電委託発電再委託

約900万ｋｗ

１７年度



まとめまとめ‥‥‥‥今後に向けて今後に向けて

本事業も２年半を経過したが

⇒ＰＦＩ事業への視点は導入段階から効果検証

という段階に移行しつつある

最大の事業効果を得るためには

⇒事業者との相互理解、協働・協調が重要

サービス水準の維持向上のために

⇒適正なモニタリングによる事業実施状況の把握

ＰＦＩ事業は‥‥



ご清聴ありがとうご清聴ありがとう
ございましたございました

The The 
EndEnd


